われて いて、 構成の ない 漫談 風に 話が すすめられ てい 

るが、 テ— マ は、 今日に も 及ぶ 重大な 意味 を もってい 

る。 漱石 は、 学習 院 という 特別な 学校の 性質 を はっき 

り 認識し 話して いる。 自分で は、 その 特殊性 を あまり 

意識し ないで 育てられ ている 少年. 青年に 向って、 社 

会 的な 人間と して、 どのような 人間 形成が めざされて 

ゆくべき か、 という 点 を 語って いる。 

凡そ 一 一時間 も かか つ たろうと 思える その 講演の 骨子 

として、 漱石は 権力と 金力と に対する 人間性の 主張 を 

説いて いる。 いわゆる 名門の 子弟 を 教育す る 学習 院は 

そのころ か ら 伝統的な 貴族 や 学者 の 子弟ば かりで なく 



なされ、 自主的に されなければ なら なくなつ ている こ 

と。 これらす ベての 今日の 現実 を、 漱 石に 理解させる 

ことができた として、 彼 はどうい ぅテ— マで 講演す る 

だろう。 

やっぱり 漱石 は、 権力. 金力に 対して 毅然た るべき 

人間性に ついて 語る だろうと 信じる。 三十 数年 昔の 十 

一月の ある 日の 彼が 語った よりも、 更に 深い 日本への 

愛と 情熱と を もって、 日本の ヒュ— マ 二 ティ— の 尊厳 

と 日本の 理性の 確立の ために 語った であろうと 信じる。 

なぜなら、 ここに こまごま とのべる まで もな く、 こん 

にち 日本の 特権階級 は、 日本の 民族の 歴史の いつの 時 



読者の 好奇 を そそる ために、 闇の 世界と えせの 貴族 趣 

味と をから みあわせて 場面 を いろどつ ている。 成り 上 

りに 対して は、 真の 貴族であった ほこり も 甦り、 しか 

しその ような 意識 を 自嘲せ ずに いられな くす る 心理 も 

あるだろう。 

漱石 は、 彼の 時代の 言葉と して、 権力. 金力 を もつ 

境遇の ものが、 自分で 人間ら しく それら を 支配す る 能 

力と して 個性の 確立され る 必要 を 語った。 こんにち 語 

られ るべき こと は 何であろう か。 それ は 権力と 金力と 

の 大半 はすで に それらの 人々 の 掌中に おいて わがもの 

で なくなつ ている という 事実で ある。 しかも 一層 華美 
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